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景観の保全景観の保全
保健休養の場の提供保健休養の場の提供

生態系の保全生態系の保全
地下水かん養地下水かん養
河川流域の安全河川流域の安全

ちゅうちゅう かんかんさんさん

中山間地域等直接支払制度
の取組を紹介します

平成25年11月23日～24日、大柿コミュニティー
センター（栃木市）で、地域づくりや環境保全活動
などに取り組む方を対象に「地域づくりリーダー
育成研修会」を開催（主催：県、農業振興公社）し、
地域活動実践者の講演、ワークショップ演習など
が行われました。
参加者からは、『地域活動の苦労話や成功例
が聞けて参考になった』 『若い方を取り込んで
もっと地域を活性化していきたい』 などの声が
聞かれました。

地域づくりリーダー育成
研修会を実施しました

矢板市の第一農場集落では、平成17年度から
ホタルの保護活動「ホタルの里」事業を実施して
います。活動は地域住民、小学校児童等と共に
実施されており、川のゴミ掃除や草刈り等によっ
てホタルなどの生息地であるビオトープを保護し
ています。
集落協定参加者同士が協力し合い、農業環境
の保全管理をはじめ地域内外との交流を行うこと
によって、耕作放棄地の発生防止と地域の振興
を図っています。

佐野市多田町にある柴田地区は、国道293号線に面した賀茂別雷神社の
すぐ近くにある自然豊かな農村地域ですが、担い手の減少により耕作放棄
地が4ｈａ近くまで増加しました。
こうした中、平成25年11月2日にとちぎ夢大地応援団の力を借りて、耕作放
棄地の草刈り、灌木の伐採を行いました。
当日は、柴田保全会やボランティア、関係機関の総勢36名が参加し活動を
行いました。 湿地のため足下も悪い状態でありましたが、1.5ｈａの農地をき
れいにすることが出来ました。
参加した地元の方も「今まで草木が生い茂っており見えなかった景色が見
えるようになって良かった」と感慨深げに話してました。 農地として利用でき
るまでにはまだまだ時間がかかると思いますが、今後は、柴田保全会が中
心になり春を目途に残りの農地の再生活動を行うととともに、春には水路の
掘り浚い等を行う予定とのことです。

とちぎ夢大地応援団への登録方法や活動の詳細については下記のホームページをご覧ください。
栃木県農業振興公社ホームページ http://www.tochigi-agri.or.jp/ 「とちぎ夢大地応援団」 で検索

とちぎ夢大地応援団の力を借りて農地の再生活動を行いました（佐野市柴田地区）



中山間地域で行われている取り組みを紹介します

アグリパル塩原会のドレッシング部会（女性13名）
では、地元でとれた 塩原大根やほうれん草等をよ

り美味しく食べてもらうために、特産品であるキウイ
フルーツや柚子を中心に、タマネギや生姜、ニンニ
ク等を使ってドレッシングを開発しました。これらの
ドレッシングは、アグリパル塩原内の3カ所で販売し
ています。
。

甦った農地で集落と企業の協働活動

地域特産品を使って
ドレッシング開発秋の実りを楽しみました

10月5日、矢板市の兵庫畑において、棚田オー
ナー制度の収穫祭が行われました。あいにくの天
気で稲の手刈りこそできませんでしたが、餅つきや
地元料理の大盤振る舞いでオーナーさんたちと楽
しい交流の場を設けることができました。
棚田オーナー制度は年4回程度イベントを開催し
ており、来年度もオーナーの募集を行う予定となっ
ています。主催している兵庫畑棚田を守る会のメン
バーは来年度のイベントについて知恵を出し合って
いるところです。

矢板市 平野地区 那須塩原市 中塩原地区

●実施事業：中山間特産品等チャレンジ事業

甦った農地で
小麦づくりにチャレンジ

鹿沼市 上板荷地区

集落と企業の協働活動

今後もみなさんに地域の情報を提供していきたいと思います。ご意見、ご感想をお寄せ下さい。
（連絡先） TEL 028-623-2334  FAX 028-623-2337 Eメール noson-sinko@pref.tochigi.lg.jp

ホームページ http://www.tochinoki.jp/pref/index.html

栃木市 大柿地区昨年度から鹿沼市上板荷地区の自治会と（株）八
百半フードセンター（ヤオハン）が連携して獣害対策
や耕作放棄地対策に取り組んでいます。10月から
11月にかけて、自治会から延べ約200名、ヤオハン
から延べ約30名が参加して、集落全体を獣害防止
柵で囲うなどの協働活動を実施しました。獣害等の
ため耕作されなかった農地には、数年ぶりにさといも
等の作付けが行われました。また、同地区で生産さ
れたゆず4,000個がヤオハンの店舗で販売されるな
ど、今後の新たな取組が期待されます。
●実施事業：企業等中山間集落支援モデル事業

栃木市都賀町大柿地区では、10月12日に行われ
たとちぎ夢大地応援団によるボランティア活動でき
れいに刈り払われた耕作放棄地を活用しようと、栃
木市内の2名の鳥獣管理士が中心となり、地元小学
生などによる生き物調査や小麦の種まきが行われま
した。
小麦は5月頃収穫され、子供たちはピザやうどん、
パンづくりにチャレンジする予定です。


